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松村 澄子 (山口大 ･医短)
アカゲザルの各柴田間に存在すると推定される
攻撃的社会相互作用,つまり,攻撃的音声や行
動,第3着による2個体間の攻撃への介入バター
ンなどの生起の文化的変異を集団間で比較するこ
とが本研究の目的である｡本年度は霊長研アカザ
ル放飼群のうち,中国華群について観察を行い,
同時に観察メモと,サルの音声をテープレコー
ダーに録音し.ソナグラムによる解析を行った｡
現在までに解析を終えた結果と,今後の方向及び
問題点について報告する｡
Screamについては,下位の個体が発する場合
が大半で,bodycontactの有無にかかわらず同様
に発声される傾向が認められた｡さらに老齢で順
位の低い母ザルは特に発声頻度が高く,音声の個
体差が明瞭で,自分や自分の子に対する直接的攻
撃の他,攻撃されるわずかな気配に際しても,機
先を制するように発され,攻撃への移行が回避さ
れる例が多く観察された｡
また威嚇音については,遠方からの録音なので
発声者やシラブル数の判定が困難で,TE料は少正
しか集積できなかった｡この点については更に方
法の改良が必要である｡
次年度は異なる放飼群について,今年度と基本
的には同じ方法でTl料を収張 ･解析し,群問の比
較考窮を行う予定である｡
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